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【手続補正書】
【提出日】令和1年10月7日(2019.10.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
（実施の形態２）
　図３は、実施の形態２にかかる光位相歪補償装置の構成例を示す図である。実施の形態
２において、実施の形態１（図１）と同一の構成部には同一の符号を付している。実施の
形態２では、光位相歪補償装置１００が光ファイバ（高屈折率差導波路や高非線形係数媒
質を用いた非線形光学媒質）３０１を介してＷＤＭ信号を伝送路Ｄに出力する。Ｃは光フ
ァイバ３０１の出力波形図、Ｄ’は伝送路Ｄの出力波形図である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　光位相歪補償装置１００から出力する補償信号光Ｘを含むＷＤＭ信号は、箇所Ｂの（ｄ
）に示すように、光位相歪補償装置１００に入力されたＷＤＭ信号（ａ）の逆相を有する
。そして、箇所Ｃの（ｅ）に示すように、光ファイバ３０１内で相互位相変調により光位
相歪を生じさせる。これにより、箇所Ｄ’の（ｆ）に示すように伝送路Ｄにおける光位相
変動（光位相歪）を抑えることができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６２】
　偏波ビームスプリッタ１（１１０１）は、光スプリッタ１（１０１）の出力を直交する
偏波（Ｈ，Ｖ）に分離出力する。偏波ビームスプリッタ１（１１０１）により分離出力さ
れたＨ偏波成分のＷＤＭ信号は、ＰＤ１ａ（１０３ａ）に出力され、Ｖ偏波成分のＷＤＭ
信号は、ＰＤ１ｂ（１０３ｂ）に出力される。
【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
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【補正対象項目名】図３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図３】

【手続補正５】
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【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図１０】



(4) JP 2018-110331 A5 2019.11.14

【手続補正６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１１】
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